
2026 年度（令和８年度）理事会（総会）議事録 

 

日  時：令和８年１月 24 日（土） 14：00～16：45  

場  所：クーポール会館  

出席者：定数 84 名のうち、出席 57 名、委任状 16 通  2/3 以上出席（成立宣言）   

（他に監事３名、顧問４名、出席）  

 

挨拶（落合敏男 会⾧） 

新年の挨拶に続き、令和 8 年度総会の開催にあたり参加者への感謝を伝えたうえで、本総会では十分に時

間を確保し、参加者からの意見を丁寧に伺いながら議事を進めていく方針を述べた。 

 

議事（議⾧：落合会⾧）  

１ 令和７年度事業報告（漆畑理事⾧）  

理事会資料に基づき「令和７年度事業報告」全般を説明。 

(1) 選手強化育成事業 

  ・国民スポーツ大会強化事業を成年・少年別に実施 

  ・成年女子が滋賀国スポ本大会に出場し、1 回戦敗退となったが接戦であった 

  ・競技者育成プログラムステップ 2 は計画通り実施 

  ・ステップ 3 は U-14：3 名、U-17：男女各 2 名が参加。ステップ 4 推薦者は当県からはなし 

(2) 指導者育成事業 

 ・コーチ 1 資格取得研修会を開催中 

 ・2 月第 4 回研修終了後、約 50 名が新たに資格取得予定 

(3) 会員登録・公認審判員制度 

 ・２級審判研修会を東部・中部・西部で例年通り実施 

 ・ジュニア審判講習会は各協会・中体連・支部で実施 

(4) 日本ソフトテニス連盟関係 

 ・日本連盟事務所が 2025 年度中に JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE へ移転予定 

 ・大会参加における技術等級必須化（東日本選手権）について説明 

  ・技術等級認定料改定の可能性があるため、早期申請の周知を依頼 

(5) 大会記録・ランキング 

 ・2025 年度大会記録およびランキングについて説明 

 ・修正等があれば事務局へ連絡を依頼 

(6) 会議等経過報告 

 ・コーチ 1 研修会打合せ、スポーツマスターズ 2027 静岡大会準備状況等を報告 

(7) 日本連盟会員登録集計 

 ・11 月時点で県内登録者数 13,508 名。 

 ・技術等級については中学生を中心に 4 級取得者が増加 

(8) 2025 年度表彰 

・理事会資料に基づき、2025 年度表彰者の表彰を実施 

 

 

 



２ 令和 7 年度収支決算報告 

理事会資料「令和 7 年度収支決算書」に基づき説明 

＜主な説明内容＞ 

・会員数減少が想定より少なく、分担金・登録金収入は予算を上回った 

・事業収入は、ハンドブック改訂による販売増等で増額 

・補助金収入は、日本スポーツマスターズ不参加等により減額 

・支出は大会不成立等により全体として減額 

※収支計算に一部誤りがあるため、修正 

 

３ 令和７年度収支決算監査報告（鈴木幹事）  

令和７年 12 月 12 日、県連事務所にて幹事３名と県連の理事⾧、事務局⾧立会いのもと、令和７年度

の会計帳簿及び決算書を確認した。結果、会計基準に則り適正に処理されていることが確認できたことの

報告であった 

 

＜令和 7 年度事業報告および収支決算報告について、承認された＞ 

 

４ 令和８年度静岡県連盟事業計画（案）  

理事会資料により「静岡県ソフトテニス連盟の事業計画」を説明  

(1) ソフトテニスの普及振興事業 

・東海選手権（5 月 30 日・浜松開催） 

・秋季選手権大会の継続実施 

・国民スポーツ大会予選会の早期実施および選考方法見直し 

・審判ワッペン着用の周知・協力要請 

・部活動地域移行に関する情報共有・意見交換 

・会員登録システムの講習会・研修会への活用拡大 

・指導者育成としてコーチ 1 研修会の再実施、将来的なコーチ 2 研修会開催検討中 

(2) 規約改定（案） 

学校数・会員数の減少等に伴う会費改定について説明 

＜改定内容＞ 

・中体連団体会費：500 円 → 1,000 円 

・中学生・小学生県連会員登録料：250 円 → 400 円 

・中学生・小学生中体連・小学生登録料：250 円 → 400 円 

 

５ 令和８年度収支予算（案）  

理事会資料「令和８年度収支予算書」により、予算と決算の差額が多い項目を中心に説明 

＜主な説明内容＞ 

・分担金・登録金収入は、会費改定を踏まえ、前年度より増額して予算計上 

・事業収入は、県内大会参加料を若干少なめに計上 

・審判関係収入は例年並みとし、コーチ 1 養成研修会を実施予定のため、同研修会分を新たに計上 

・補助金収入は、国民スポーツ大会出場を 2 チームと見込み、予算計上 

事業支出において、 

  ・県インドア選手権は廃止のため予算計上せず 



  ・東海選手権は令和 8 年度が静岡開催のため予算計上 

  ・国民スポーツ大会については、収入と同様に 2 チーム出場を見込み計上 

  ・コーチ 1 養成研修会を令和 8 年度も実施するため予算計上 

 ※愛好者増加対策事業費については、令和 7 年度未執行分を含めるため 100,000 円 → 200,000 円に 

修正する。 

※令和 8 年度収支予算額は、令和 7 年度決算額より若干少なめの計上となっている 

※日韓スポーツ交流・成人交歓交流（スポーツ庁国庫補助事業）については、個人負担 25,000 円、 

 残額は日本スポーツ協会等の負担となるため、本予算書には計上していない 

  県連盟からの補助を考えているが、「大会参加補助金」で対応する 

 

＜事業報告、収支決算報告について、承認された。＞ 

 

６ 各委員会からの報告 

(1) 総務委員会（漆畑理事⾧） 

・日本連盟優良団体推薦について、過去の受賞歴にとらわれず、現在も普及活動に尽力している団体を

適切に評価するため、推薦基準の整理を検討中である。総務委員会で検討の上、3 月開催の常任理事

会に提案し、承認後は来年度推薦に向けて周知する予定である。 

・旅費規程について、現在支給している日当（3,000 円）の妥当性を含め、源泉徴収等の課題も踏ま

え、改定の必要性を検討していく。 

(2) 強化委員会（漆畑理事⾧） 

国民スポーツ大会代表選手の選出方法（県１次予選 1 位を代表とする現行ルール）について、大会成

績向上の観点から見直しの検討を行う。強化委員会で検討後、常任理事会に諮る予定であり、適用は早

くても 2027 年度以降となる。 

(3) 審判・技術等級委員会（山本委員⾧） 

・令和 8 年 4 月 1 日より審判規則が一部改訂される。 

・令和 7 年 12 月 21 日、東海 4 県合同の説明会が開催され、県連から関係者が出席した。 

・プレー内容に影響はないが、名称変更や副審のジェスチャー変更があるため、審判講習会や大会等で

周知徹底を依頼する。改訂内容は 4 月 1 日施行だが、即時適用とされたい。 

(4) その他 

・東日本選手権大会は、2026 年度から技術等級取得が出場要件となる。（県・東海大会は現時点では対

象外）  （取消） 

・会員登録システムは、3 月 29 日から年度末まで停止する。この期間は会員登録およびジュニア審判認

定等が行えないため注意すること。新年度のシステム利用開始は、4 月 1 日 午前 10 時予定 

・2026 年アジア競技大会（名古屋・東山後援テニスコート）について説明があり、観戦の呼びかけがあ

った 

・中学生選手権大会の協会別出場枠数について資料確認の依頼があった 

 

７ 2026 年度大会行事予定表 

理事会資料に基づき説明が行われ、以下の修正・追加が確認された 

＜修正・追加事項＞ 

・2 月 27 日 一級審判研修会（東海ブロック）：会場未定（静岡市予定） 

・有度山、西ケ谷コート：予約未確定 



・11 月 21 日 レディース東部研修会：削除 （12 月 12 日 富士体育館にて実施） 

・2 月 11 日（祝） レディース中央研修会：追加 （清水総合運動場体育館） 

・10 月 17・18・24・25・31 日、11 月 1 日 高体連新人戦・ステップ 2（U-17）：未定 

・2 月 9 日（火）県シニア大会 → 2 月 10 日（水）に修正 

・高体連新人戦の日程は、国スポと重複があるため、再考する 

 

８ 閉会挨拶（市川博 副会⾧） 

総会が無事終了したことへの謝辞が述べられ、今後の課題として中学校部活動改革への対応が挙げられた

後、閉会が宣言された。 

 


